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全国的に言える事ですが、安価な中国製品等の輸入や職人の後継者不足、高齢化により、近年は多く
の竹林が放置され、放置竹林が景観阻害や土砂崩れ、道路への倒木、獣害被害、廃棄物の不法投棄
等の原因となり社会問題となっています。 
森林資源のうち孟宗竹等の竹林は、全国で159,000ha（平成23年度版林業白書）の面積を有しており、
年に約8％のスピードで拡大を続けていると言われています。 
孟宗竹は関東以西のすべてのエリアに分布しており、鹿児島を中心とした九州地方と島根・山口を中
心とした中国地方、千葉県中央部を中心とした関東地方、京都を中心とした近畿地方に分布していま
す。 
 
研究所及び実証工場の建設を計画しているのは、千葉県夷隅郡大多喜町です。 
周囲の鴨川市、市原市、木更津市に広がる山は竹が密集している地域になっています。 
厄介者といわれている「竹」を余すところなく利用し、地域振興にもつながる新たな事業の立上げを地元
自治体の協力のもと進める計画で、その後に全国展開を目指します。 
対象事業は、主に竹の集成材製造、竹のシリカ抽出及びその工程に拠る減容化、集成材製造時に産
出される竹粉末の畜産向け飼料・土壌改良剤ならびに道路舗装用材、壁材製造等です。 
自治体の放置竹林の長期契約による管理委託と言う形を取り、その管理委託を受けて計画的な管理
が出来るようになるため、これまで阻害要因になっていた個人所有地の包括的な管理が出来るように
なります。 
竹の安定供給が保証されると共に、自治体にとっても、地域住民の方にとっても獣害被害や土砂崩れ
などの災害、廃棄物の不法投棄の温床となっていた放置竹林の管理が出来るため、また新たな雇用
の創出にもつながる事業であるため、支援していただける持続可能な事業展開が出来ると考えていま
す。（敬称略） 




